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（整理番号 2221）  

長野地方最低賃金審議会  

第５回本審議会 議事録  
 

                      

開催日時  

場所  

 
令和５年３月３日 15 時 00 分～15 時 30 分  
ホテル信濃路 ２階 浅間  

出席状況  

公 益 代 表 委 員  出席 ４人  定数 ５人  

労 働 者 代 表 委 員  出席 ４人  定数 ５人  

使 用 者 代 表 委 員  出席 ５人  定数 ５人  

主要議題  
１ 令和４年度長野地方最低賃金審議会の審議経過等について(報告) 
２ 特定最低賃金の金額改正に関わる意向表明について(令和５年度) 
３ その他 

議 事 録 

 

 ○浜賃金室長 

    それでは定刻となりましたので、只今より長野地方最低賃金審議会令和４

年度第５回本審議会を開催いたします。  
議事に入ります前に事務局からお知らせがございます。今般、使用者代表

委員に交代がございました。丸田委員が御都合により辞任されまして、使用

者側委員に欠員が生じましたことから、所定の手続きを経まして、後任とし

て令和５年２月 9 日付けで土井悦代委員にご就任いただいておりますので、
ご紹介させていただきます。  
恐れ入りますが、土井委員から一言ご挨拶を頂戴できればと思います。  

 
 ○土井委員  
   土井でございます。皆さん、こんにちは。なぜ私がここにお邪魔している

のか、よくわからずにお邪魔しておりますが、皆さんの議論のお邪魔になら

ないように、そしてよく勉強させていただいて、ご一緒させていただければ

と思います。どうぞ、よろしくお願いいたします。  
 

 ○浜賃金室長 
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   ありがとうございました。よろしくお願いいたします。続きまして定足数

の確認でございます。本日は１３名の委員の皆様にご出席いただいておりま

す。委員総数１５名のうち３分の２以上の出席がございますので、最低賃金

審議会令第５条第２項の規定により、本審議会は有効に成立していることを

ご報告申し上げます。  
また、本審議会は長野地方最低賃金審議会運営規程第６条に基づき、原則

公開とされておりますことから、事務局におきまして会議公開要綱第３条に

基づき、開催にかかる公示を行いまして、本日、１名の方に傍聴いただいて

おります。  
それでは審議に先立ちまして小野寺長野労働局長から御挨拶申し上げます。  

 
 ○小野寺労働局長  
   あらためましてお疲れ様でございます。長野労働局の小野寺でございます。  

各委員の皆様におかれましては、年度末の大変お忙しい中、本審議会にご

出席をいただき、誠にありがとうございます。本日は、令和４年度最後の、  
そして第５３期長野地方最低賃金審議会委員としての最後の審議となります。  

   振り返りますれば、今年度のご審議におきましては、地域別最低賃金の目

安額が２年連続で過去最大の引上げとなったこと、そして、これはご迷惑を

お掛けしてしまったことでありますが、目安額の伝達が専門部会の場で行わ

れるなど、変則的かつ短期集中審議となる中で、大変難しいご審議をいただ

きました。ありがとうございました。  
お陰様をもちまして、令和４年度  地域別最低賃金につきましては３１円の

引上げとなりまして、時間額９０８円の答申を頂戴いたしたところでござい

ます。また、特定最低賃金の３業種につきましても、各専門部会におかれま

して、慎重かつ熱のこもったご審議をいただき、それぞれ引き上げ答申を賜

って、改正決定をいたしたところでございます。  
これも、ひとえに、いろんな思い、いろんな考えがある中で、委員の皆様

のご尽力の賜であると思います。深く敬意を表しますとともに、あらためて

厚く、厚く御礼申し上げます。本当にありがとうございました。  
我々行政といたしましては、改定された最低賃金額につきまして広く県内

に周知することが、まずは大事だということで、積極的な周知を行っており

ます。かつ、守らなければ、守ってもらわなければならないということで、

最低賃金額の支払いが懸念される事業場について、現在、各監督署におきま

して、監督指導を通じて最低賃金の履行確保に向けた徹底を図っているとこ

ろでございます。  
お手元の配付資料にもございますが、今年度は、より多くの人に知ってい

ただきたい、関心を持っていただきたいということで、初めての取り組みで

ありましたけれども、ご案内のとおり周知用ポスターのデザインコンテスト

という新たな取り組みを行いました。加えて、庁舎の前にあるんですけれど
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も、最低賃金ののぼり旗を作成するなど、戦略的かつ効果的な広報を展開し

ております。  
また、現在、企業の賃金引上げ機運が高まりつつある中、地域の具体的な

賃金水準や、中小企業の好事例を紹介する「賃金引上げ特設ページ」の案内

など、企業に対する賃上げの支援を行っているところでありまして、今後の

最低賃金の審議につきましても、その重要性がますます高まってくると、さ

らに熱い議論が交わされると考えております。  
引き続き、皆様方、それぞれのお考え、お立場のもとで、長野労働局の、

最低賃金のみならず、行政運営に関するご支援、ご協力をお願い申し上げま

して、冒頭の挨拶とさせていただきます。  
本日も、どうぞよろしくお願い申し上げます。  

 

 ○浜賃金室長 

それではこれからの審議につきまして倉﨑会長よろしくお願いいたします。  
 
 ○倉﨑会長  

皆さん、お疲れ様でございます。本日は本年度最後の審議会ということで、

主には本年度の振り返りと次年度への引継ぎになろうかと思います。  
本年度の審議を思い起こしてみますと、従前からの新型コロナの問題、また

未だ沈静化しないウクライナ情勢でありますとか、消費者物価、企業物価の顕

著な高騰といった、かなり顕著な論点がありまして、そのような複雑な社会事

情の中、それに伴って審議も非常に困難を伴ったところではありますが、審議

委員の皆様の多大なるお骨折りによって、何とか審議会としての結論に到達す

ることが出来ました。この点につきまして、あらためて御礼を申し上げます。  
また、審議の円滑化のため、賃金室の事務の皆様のお骨折りも多大なもので

あったと思っております。その点につきましても御礼を申し上げるところでご

ざいます。  
それで、今ほど申し上げたとおり、本日、主たる協議内容は、本年度の振り

返りと次年度への引継ぎになろうかと思いますけれども、やはり、次年度も、

また本年度と同様か、あるいはそれ以上に困難な審議に向き合わなければなら

ないものと考えております。ですので、本日の審議会におきましては、本年度

の振り返り、そして次年度より充実した審議が出来るように、準備という形で

充実した協議ができればと思っておりますので、よろしくお願いいたします。  
それでは、次第に沿って進めてまいりたいと思います。  
先ほど事務局から説明いただきましたとおり、本日の会議は、長野地方最低

賃金審議会運営規程第６条に基づき公開としますので、本日の議事録確認委員

を指名いたします。労働者代表委員から竹村委員、使用者代表委員から、山岸

委員にお願いします。  
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それでは、議題 (１ )の「令和４年度長野地方最低賃金審議会の審議経過等に
ついて、事務局より説明をお願いします。  

 
 ○宮澤賃金室長補佐  

資料番号２の「第 53 期（令和４年度）長野地方最低賃金審議会  本審、小
委員会、専門部会の審議経過」について、概要を説明いたします。  
なお、長野県最低賃金に係る審議経過につきましては、令和 4 年８月 23 日

の第４回本審まではご承知いただいておりますので、説明は割愛させていた

だきます。  
４ページの  ７  特定最低賃金  からご覧ください。特定最低賃金の審議経過

について、時系列に一覧としておりまして、５ページからが各産業別の審議

内容の概要となっております。特定最低賃金は、9 月 15 日の合同専門部会を
第 1 回としておりますので、それぞれ第 2 回目以降の審議経過についてご説
明いたします。  
まず、 (１ )計量器等最低賃金専門部会の審議経過です。計量器等最低賃金に

ついては、計４回の部会を開催し、審議が行われました。10 月 13 日に開催さ
れた同専門部会において、労使双方の主張に隔たりのある中、双方が歩み寄

った結果、全会一致により現行の特定最低賃金を 29 円引上げ、時間額 945 円
とすることで結審いたしました。最低賃金審議会令第６条第５項適用で答申

が行われ、11 月 14 日に官報公示を行い、12 月 14 日に法定発効となっており
ます。  

   次に、 (２ )はん用機械器具等最低賃金専門部会の審議経過です。はん用機械
器具等最低賃金については、計４回の部会を開催し、審議が行われました。

10 月 17 日に開催された同専門部会において、労使双方の主張に隔たりのある
中、双方が歩み寄った結果、全会一致により現行の特定最低賃金を 29 円引上
げ、時間額 956 円とすることで結審いたしました。最低賃金審議会令第６条
第５項適用で答申が行われ、11 月 16 日に官報公示を行い、12 月 16 日の法定
発効となっております。  
最後に、 (３ )各種商品小売業最低賃金専門部会の審議経過です。各種商品小

売業最低賃金については、計３回の部会を開催し、審議が行われました。10
月 24 日に開催された同専門部会において労使双方が歩み寄った結果、全会一
致により現行の特定最低賃金を 31 円引上げ、時間額 910 円とすることで結審
しました。最低賃金審議会令第６条第５項適用で答申が行われ、11 月 22 日に
官報公示を行い、12 月 31 日の指定日発効となっております。 以上が、特定
最低賃金の審議経過の概要になります。  
資料番号３は、本年度の長野県最低賃金と特定最低賃金の周知用リーフレ

ット、資料番号４は、過去 15 年間の最低賃金額引上げの推移をまとめたもの
になりますので、後ほどお目通し願えればと思います。  
事務局からの説明は以上でございます。  
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 ○倉﨑会長  

只今の報告について、何か御意見、御質問等はございますか。  
よろしいですかね。  
それでは、次に議題（２）の「特定最低賃金の金額改正に関わる意向表明

について」に入ります。事務局より説明をお願いします。  
 
 ○宮澤賃金室長補佐  

資料番号５の１から３までをご覧いただければと思います。令和５年２月

６日に労働者代表委員から特定最低賃金の金額改正に関わる３業種、計量器

等製造業、はん用機械器具等製造業、各種商品小売業の意向表明の提出がご

ざいました。その写しを資料番号５－１から５－３とさせていただいており

ますので、ご確認をお願いいたします。  
   申し出の時期は、いずれも「2023 年７月下旬まで」となっております。   

事務局からの説明は以上でございます。  
 
 ○倉﨑会長  

ただいま、事務局より御報告いただきましたが、労働者代表委員から何か

補足する事項などはございますでしょうか。  
 
○山口委員  

   はい。今回、３業種の意向表明をさせていただきました。例年ですと、こ

こに印刷・製版業とで４業種、意向表明させていただいておりましたけれど

も、本年につきましては、コロナ禍ということもあり、様々な業種で事業縮

小とかがあり、印刷業界も非常に厳しい状況になっていることから、今回、

印刷・製版業の意向表明については控えさせていただいたということであり

ます。  
   その点が例年と違うということでございますので、よろしくお願いしたい

と思います。  
 
 ○倉﨑会長  

ありがとうございました。  
この点につきまして、使用者委員から何かご質問等ございますか。  

 
○井出委員  

   はい。例年といいますか、ここ何年か、各種商品小売業についてもかなり

県最賃に近づいてきているという状況もございます中で、さらに慎重な審議

が必要かと思っておりますので、またしっかり議論させていただければと思

っております。以上です。  
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 ○倉﨑会長  

他にはよろしいでしょうか。よろしければ議題 (３ )の「その他」に入ります。
事務局から何かありますか。  

 
 ○浜賃金室長  

事務局から、一言述べさせていただきたいと思います。  
冒頭、局長からのご挨拶にもありましたとおり、現在の第５３期長野地方

最低賃金審議会委員の任期につきましては、令和５年３月 31 日で終了となり
ます。  
審議会の運営に関しまして、事務局として至らぬ点が多々あったかに存じ

ますが、各委員の皆様の多大なるご理解とご協力を賜りまして、本年度も、

何とか無事に審議を終えることができましたことに深く感謝いたしますとと

もに、あらためまして事務局から御礼を申し上げたいと思います。  
大変ありがとうございました。  
事務局からは以上でございます。  

 
 ○倉﨑会長  

ありがとうございました。それでは最後になりますけれども、労働者代表  
委員から、何かございますか。  
 

○山口委員  
 特にございません。  

 
 ○倉﨑会長  

使用者代表委員から何かございますか。  
 
○井出委員  

   ございません。  
 
 ○倉﨑会長  

よろしいですか。それでは、以上をもって閉会といたします。  
皆様、大変お疲れさまでした。  

 
 
 閉  会  
 

 


